
抗議について 

ソフトボールルール抜粋 

 

11-1 項 抗議できない場合 

１．投球がストライクかボールか 

２．投球が正しいか不正か 

３．打球がフェアかファウルか 

４．打球が直接フェンスを越えたかどうか 

５．飛球が捕られたかどうか 

６．飛球がインフィールドフライかどうか 

７．走者がセーフかアウトか 

８．走者が塁に触れたかどうか 

９．走者のタッチアップが早過ぎたかどうか 

１０．守備妨害かどうか 

１１．打撃妨害・走塁妨害かどうか 

１２．プレイヤーまたは球が競技場外に出たかどうか 

１３．試合を続行したり、再開するのに適しているかどうか 

１４．試合を続行するのに十分な照明があるかどうか 

１５．単に審判員の判定の正確性という点に含まれている、いろいろな事項 

（注）本項の判定内容について、チームは説明を求めることはできないし、審判員もこれに応

じてはならない。 

 

11-2 項 抗議できる場合 

１．プレイングルールの解釈の間違い 

２．審判員のルール適用の間違い 

３．違反に対するペナルティー適用の間違い 

４．チームメンバーの適格性 

（注）試合中、抗議できるのは監督だけである。プレイヤーに抗議権はない
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